
金
滞
古
蹟
志
巻
叶
三寺寺

王

院

御

同

宿

中

右
は
正
保
二
年
た
れ
ば
、
永
久
寺
と
改
稀
せ
し
は
是
よ
り
後
た
る
事

知
ら
れ
け
り
。 波貸

着 位

明

。
昆
沙
門
山
来
教
寺

天
台
宗
民
盛
波
也
。
三
筒
屋
版
六
用
集
に
、
天
台
律
宗
昆
沙
門
山
来

敏
寺
。
と
あ
り
o
但
し
来
握
害
等
悉
皆
、
先
年
寺
火
災
の
時
焼
亡
し
て
、

書
類
今
停
来
せ
や
と
い
へ
り
。
明
細
般
に
、
来
数
寺
者
江
州
坂
本
西

駿
寺
之
末
也
。
営
寺
開
山
松
林
延
貧
困
年
創
立
、
来
毅
寺
と
稀
す
。

事
保
度
に
火
災
に
掘
り
焼
失
し
、
由
緒
不
v
詳
。
と
あ
り
。
按
や
る

に
、
延
質
問
年
創
立
と
載
せ
た
る
は
、
恐
ら
く
は
後
人
の
越
間
た
る

べ
し
。
延
貨
の
頃
は
新
寺
建
立
停
止
以
後
た
れ
ば
、
創
立
す
ぺ
き
ゃ

う
た
し
。
叉
享
保
度
に
火
災
陀
揺
る
と
載
せ
た
る
も
誤
り
也
。
来
毅

寺
の
火
災
は
、
武
家
混
目
集
に
、
寅
永
七
寅
年
三
月
十
三
日
夜
丑
刻

卯
辰
来
毅
寺
よ
り
出
火
、
翠
十
四
日
辰
下
刻
鎮
火
。
侍
家
・
寺
院
・
町

家
等
八
百
軒
鈴
焼
失
と
見
b
.
鑓
異
記
に
は
寅
永
七
寅
三
月
十
三
日

夜
子
刻
、
卯
辰
山
天
台
宗
来
毅
寺
よ
り
出
火
、
風
烈
、
観
音
町
・
八

て
、
今
世
の
木
綿
と
は
異
り
け
り
。

。
爾
賀
山
慈
雲
寺

法
華
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
替
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
.
天
E
五
年

富
田
治
部
左
衛
門
・
今
井
彦
布
術
門
雨
人
之
旦
那
建
立
。
関
組
日
耐

と
云
借
也
。
先
寺
地
は
能
州
所
口
に
而
二
千
三
百
五
十
歩
、
従
=
高
徳

公
-
奔
領
之
庭
、
共
後
御
用
地
に
相
成
被
思
召
上
一
替
地
七
尾
近
所
小
嶋

村
に
雨
被
v
下
。
然
慮
元
和
元
年
宮
田
越
後
金
滞
へ
引
越
被
v
申
に
付
、

営
寺
も
引
越
‘
卯
辰
山
諦
地
に
建
立
、
只
今
以
罷
在
候
。
能
州
小
嶋

拝
領
屋
敬
一
は
.
金
津
へ
罷
越
候
以
後
、
明
臨
時
三
宮
起
百
姓
に
貸
置
候

底
、
津
田
字
右
衛
門
を
以
検
地
御
入
、
地
子
地
に
被
=
仰
付
一
金
海
井

小
嶋
雨
所
共
に
地
子
指
上
候
儀
難
儀
設
し
1

明
暦
三
年
に
小
嶋
屋
敷

指
上
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
宮
田
治
部
左
衛
門
・
今
井
彦
右
衛
門
等

雨
入
、
能
州
所
口
に
寺
地
を
拝
観
し
て
賞
寺
を
創
立
せ
し
も
の
た
ら

ぽ
、
天
正
九
年
利
家
卿
能
登
園
を
賜
は
り
入
国
し
給
ふ
後
な
る
事
い

ち
じ
る
し
く
、
五
年
は
丸
年
の
書
損
危
ら
ん
か
。
扱
承
徳
三
年
に
.

此
の
慈
袋
寺
に
牢
入
者
を
抱
え
置
き
た
る
事
露
綴
し
‘
住
持
骨
を
命

ぜ
ら
れ
た
る
よ
し
に
で
、
加
能
越
三
州
の
社
寺
へ
最
重
に
建
し
相

成
、
紳
職
・
借
侶
よ
り
一
一
統
枇
寺
所
へ
請
書
を
出
し
た
る
よ
し
。
寺

金
調
停
古
蹟
志
巻
骨

...... 
p、

幡
町
・
茶
屋
町
・
四
丁
木
町
・
卯
辰
町
・
木
綿
町
・
卯
炭
袋
町
・
森
下
町
・

閥
助
馬
場
溢
不
v
礎
、
惣
家
数
七
百
廿
八
軒
。
と
あ
り
。

。
木
綿
町

一
冗
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
茶
屋
町
・
木
綿
町
・
如
来
寺
町
。

と
並
ぺ
載
せ
た
り
。
元
秘
三
年
の
火
災
記
に
、
木
綿
町
・
茶
屋
町
と
見

b
、
倒
寝
具
記
に
賓
永
七
年
三
月
十
三
日
卯
辰
山
来
毅
寺
よ
り
出
火
、

卯
辰
町
・
木
綿
町
・
卯
辰
袋
町
焼
失
と
あ
り
。
此
の
町
名
の
起
原
は
い

か
た
る
由
縁
た
る
に
や
禾
だ
詳
か
友
ら
宇
。
若
し
く
は
い
に
し
へ
此

の
地
に
木
綿
問
屋
危
E
あ
り
し
ゅ
ゑ
町
名
に
呼
ぴ
そ
め
た
る
た
ら
ん

か
。
木
綿
を
毛
メ
シ
と
呼
ぺ
る
事
は
、
文
安
元
年
の
下
畢
集
に
、
木

綿
を
号
メ
シ
と
訓
じ
、
絹
布
門
に
記
蛾
し
て
、
木
綿
木
名
也
。
宋
恩

断
江
詩
。
木
綿
庵
下
館
館
雨
。
附
子
両
頭
邸
崎
容
。
亦
衣
類
也
。
と

あ
り
。
日
本
紀
・
寓
葉
集
た
ど
に
見
b
た
る
木
綿
は
ユ
ア
と
訓
じ
た

り
。
盟
後
風
土
記
民
、
遠
見
郡
柚
布
郷
。
此
郷
中
袴
樹
多
生
。
常

取
ν
皮
以
遁
=
木
綿
吋
園
田
昌
柚
布
郷
吋
と
見
b
た
る
木
綿
は
、
令
に
東
木

綿
・
安
欝
木
綿
た
E
あ
り
て
、
太
平
記
に
見
ね
た
る
し
た
の
皮
む
き

た
り
。
今
も
信
畿
圏
の
産
物
に
て
.
格
の
皮
と
ひ
と
し
く
、
梁
鹿
抄

に
紙
に
諮
る
木
た
り
と
も
あ
り
。
い
に
し
へ
彬
と
い
へ
る
も
の
に

枇
奉
行
へ
の
到
書
潟
如
v
左。

今
度
卯
辰
法
華
慈
雲
寺
手
前
に
牢
人
抱
置
、
度
品
川
御
鍋
御
座
候
鹿

に
、
終
御
断
不
昌
・
閉
・
上
-
候
一
儀
.
不
屈
の
仕
合
に
念
度
可
ν
被
a
仰
付
-
鹿

に
、
此
度
之
儀
は
被
v
鴛
ν
成
=
御
赦
菟
-
候
。
向
後
不
v
遁
者
又
は
如
何
様

之
牢
人
に
て
も
、
抱
世
於
v
申
は
、
共
由
緒
改
、
平
遮
寺
枇
御
奉
行
迄

可
v
及
=
御
断
-
皆
、
重
而
被
一
-
仰
出
-
之
趣
長
奉
v
存
候
。
互
に
無
=
油
断
-
吟

味
仕
‘
牢
人
抱
世
候
は
ど
、
見
聞
次
第
念
度
可
a
申
・
上
-
候
。
若
於
目
隠

置
弘
、
連
判
之
枇
中
越
度
可
v
被
一
-
仰
付
-
候
。
骨
F
共
組
を
立
御
諦
上
申

候
。
以
上
。

承
臆
三
年
十
二
月
廿
五
日

八
幡
紳
主

紳
明
一
脚
主
後
見
興
左
衛
門
判

春

日

一

柳

主

大

和

制

左

京
申j

岡
嶋
市
郎
兵
衛
殿

葛

傘

誠

人

殿

茨
木
右
衛
門
殿

山
森
吉
兵
衛
殿

今
度
金
棒
卯
辰
法
華
慈
雲
寺
手
前
に
牢
人
抱
也
、
度
々
一
御
燭
御
座
候

慮
‘
終
御
理
不
=
申
上
-
候
儀
.
不
届
之
仕
合
に
付
.
念
度
可
v
被
昌
仰
付
-

七




